
(57)【要約】

【課題】超音波診断装置において、同一機能の、処理回

路が実装された子基板を複数備える場合、これらの子基

板の構成も同一のものとする。

【解決手段】子基板３２に実装される処理回路は、受信

信号電圧の所定値以上をカットするダイオードブリッジ

５８を含む。ダイオードブリッジの入力側に２対のダイ

オード６４ａ，６４ｂと６６ａ，６６ｂが備えられ、こ

れらの対のダイオードに接続する１ａ，１ｂ番の端子と

４９ａ，４９ｂ番の端子それぞれは開放した状態にある

。親基板２８側のコネクタ５０には、１ａ，ｂ番の端子

を接続する接続線５３が設けられ、子基板を結合するこ

とによりこの端子が接続状態となり、一方、４９ａ，ｂ

番の端子は開放のままとされ、これにより、プリアンプ

５４－１に接続される振動子が１ａ，ｂ番の端子側に選

択される。一つのプリアンプが接続される振動子を、親

基板側の配線で選択することにより、子基板を同一構成

とできる。

【選択図】　　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
生 体 内 に 送 信 さ れ た 超 音 波 を 受 信 し 、 超 音 波 画 像 を 得 る 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
多 数 の 超 音 波 振 動 子 が 受 信 し た 受 信 信 号 が 流 れ る 信 号 線 が 配 列 さ れ た 親 基 板 と 、
前 記 受 信 信 号 を 処 理 す る 処 理 回 路 が 実 装 さ れ 、 前 記 親 基 板 に 結 合 さ れ る 複 数 の 子 基 板 と 、
を 含 み 、
さ ら に 、 前 記 処 理 回 路 は 、 受 信 信 号 の 電 圧 の 所 定 値 以 上 の 部 分 を カ ッ ト す る ダ イ オ ー ド ブ
リ ッ ジ を 含 み 、
前 記 ダ イ オ ー ド ブ リ ッ ジ は 、 入 力 側 の 対 の ダ イ オ ー ド が 複 数 対 備 え ら れ 、 こ れ ら の 対 の ダ
イ オ ー ド の 入 力 端 は 開 放 し た 状 態 に あ り 、
前 記 親 基 板 側 に は 、 前 記 入 力 側 の 対 の ダ イ オ ー ド の 開 放 し た 複 数 の 入 力 端 の 内 の 一 つ を 、
子 基 板 が 接 続 さ れ た と き に 選 択 的 に 接 続 す る 接 続 線 が 配 置 さ れ て い る 、
超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 生 体 内 に 送 信 さ れ た 超 音 波 の 透 過 波 ま た は 反 射 波 を 受 信 し て 断 層 画 像 等 の 超 音
波 画 像 を 得 る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 特 に 受 信 信 号 の 処 理 回 路 の 構 成 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
多 数 の 超 音 波 振 動 子 が 内 蔵 さ れ た 探 触 子 を 生 体 に 接 触 さ せ 、 生 体 内 に 送 信 さ れ た 超 音 波 を
、 前 記 探 触 子 の 振 動 子 に よ っ て 受 信 し 、 こ れ を 解 析 し て 超 音 波 画 像 を 得 る 超 音 波 診 断 装 置
が 知 ら れ て い る 。 装 置 の 本 体 に は 、 信 号 処 理 の 機 能 ご と に 別 個 に 構 成 さ れ た 複 数 の 基 板 （
以 下 、 子 基 板 と 記 す ） が 備 え ら れ 、 さ ら に 、 こ れ ら の 子 基 板 間 お よ び 子 基 板 と 探 触 子 の 各
振 動 子 を 接 続 す る た め の 信 号 線 が 配 置 さ れ た 基 板 （ 以 下 、 親 基 板 と い う ） が 備 え ら れ て い
る 。 個 々 の 子 基 板 は 、 親 基 板 に 対 し 直 交 す る よ う に 差 し 込 ま れ 、 こ の 差 し 込 ま れ た 部 分 に
て 、 親 基 板 の 信 号 線 と 、 子 基 板 に 実 装 さ れ た 回 路 素 子 と の 接 続 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
超 音 波 診 断 装 置 の 高 機 能 化 、 高 分 解 能 化 の 要 求 か ら 探 触 子 の 振 動 子 数 が 増 加 し 、 こ れ に 伴
っ て 振 動 子 に 対 応 し て 設 け ら れ る 処 理 回 路 の 素 子 の 数 も 増 大 し て い る 。 こ の た め 、 同 一 の
機 能 を １ 個 の 子 基 板 に ま と め る こ と が で き ず 、 複 数 枚 に 分 け る こ と が 行 わ れ て い る 。 例 え
ば 、 Ｍ 個 の 超 音 波 振 動 子 を 備 え 、 同 一 機 能 の 子 基 板 を ２ 個 設 け た 装 置 の 場 合 、 １ ～ （ Ｍ ／
２ ） 番 目 の 振 動 子 は 第 １ の 子 基 板 、 （ Ｍ ／ ２ ＋ １ ） か ら Ｍ 番 目 の 振 動 子 は 第 ２ の 子 基 板 に
て 信 号 処 理 を 行 う よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 親 基 板 状 の 各 信 号 線 は 、 な る べ く 直 線 状 と し 、 プ ロ ー ブ に お け る 振 動 子 の 配 列 順 序
と 同 順 で 平 行 と な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ は 、 順 序 を 入 れ 替 え な い こ と で 、 信 号 線
の 交 差 を 抑 制 し 、 信 号 線 間 の ク ロ ス ト ー ク を 抑 制 す る た め で あ る 。 ま た 、 多 数 の 信 号 線 を
屈 曲 し て 横 方 向 に も 延 び る よ う に し た 場 合 、 横 方 向 に 延 び る 部 分 の ス ペ ー ス が 必 要 と な り
、 装 置 の 大 型 化 に つ な が る た め 、 概 略 と し て 信 号 線 を 直 線 状 と す る こ と が 望 ま れ る 。 こ の
よ う に 、 各 信 号 線 が ほ ぼ 直 線 状 に 、 ま た 平 行 に 配 置 さ れ る 場 合 、 第 １ の 子 基 板 と 第 ２ の 子
基 板 で 、 親 基 板 に 対 す る 接 続 位 置 が 異 な る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 述 の よ う に 、 同 一 機 能 の 子 基 板 を 複 数 設 け た 場 合 、 親 基 板 に 対 す る 接 続 位 置 が 子 基 板 ご
と に 異 な る こ と と な り 、 同 一 機 能 で あ っ て も 別 個 の 子 基 板 を 用 意 す る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 同 一 機 能 の 子 基 板 を 複 数 用 い る 場 合 、 こ れ ら の 子 基 板 を 、 親 基 板 と の 接 続 部 分
も 含 め 同 一 構 成 と す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 同 一 機 能 の 子 基 板 を 複 数 備 え る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 同 一 機 能 に か か
る 受 信 信 号 処 理 回 路 が 、 受 信 信 号 の 所 定 値 以 上 の 部 分 を カ ッ ト す る ダ イ オ ー ド ブ リ ッ ジ を
有 し 、 こ の ダ イ オ ー ド ブ リ ッ ジ は 、 入 力 側 の 対 の ダ イ オ ー ド が 複 数 備 え ら れ 、 こ れ ら の 対
の ダ イ オ ー ド の 入 力 端 は 開 放 し た 状 態 に あ り 、 親 基 板 側 に 、 前 記 入 力 側 の 対 の ダ イ オ ー ド
の 開 放 し た 複 数 の 入 力 端 の 内 の 一 つ を 、 子 基 板 が 接 続 さ れ た と き に 選 択 的 に 接 続 す る 接 続
線 が 配 置 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 構 成 に よ り 、 子 基 板 に 配 置 さ れ た 処 理 回 路 を 、 ど の 振 動 子 に 対 応 さ せ て 使 用 す る か が
、 親 基 板 側 の 接 続 線 の 配 置 に よ り 決 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 複 数 あ る 子 基 板 が 同 一 構 成 と
な り 、 親 基 板 に 対 す る 接 続 部 分 の 違 い に よ る 作 り 分 け を 行 う 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 （ 以 下 実 施 形 態 と い う ） を 、 図 面 に 従 っ て 説 明 す る 。 図 １ は 、
超 音 波 診 断 装 置 １ ０ の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 本 体 １ ２ に 備 え ら れ た 複 数 の コ ネ ク タ １
４ に そ れ ぞ れ 超 音 波 探 触 子 １ ６ が 結 合 さ れ て い る 。 超 音 波 探 触 子 １ ６ は 、 多 数 、 例 え ば ４
８ 個 、 ９ ６ 個 あ る い は そ れ 以 上 の 超 音 波 振 動 子 を 備 え て お り 、 こ の 一 つ 一 つ の 振 動 子 が コ
ネ ク タ １ ４ を 介 し て 本 体 １ ２ 内 の 処 理 回 路 に 接 続 さ れ て い る 。 コ ネ ク タ １ ４ は 、 使 用 す る
超 音 波 探 触 子 １ ６ の 選 択 を 行 う 探 触 子 選 択 部 １ ８ に 設 け ら れ て い る 。 選 択 さ れ た 超 音 波 探
触 子 １ ６ は 、 送 信 部 ２ ０ と 、 ま た プ リ ア ン プ ２ ２ を 介 し て 受 信 部 ２ ４ と 接 続 さ れ る 。 送 信
部 ２ ０ は 、 超 音 波 振 動 子 に 対 し て 駆 動 信 号 を 送 出 し 、 こ の 信 号 に よ っ て 被 検 体 に 対 し て 超
音 波 探 触 子 １ ６ よ り 超 音 波 が 送 信 さ れ る 。 送 信 さ れ た 超 音 波 は 、 被 検 体 内 で 反 射 し 、 反 射
波 が 、 再 度 超 音 波 探 触 子 １ ６ に よ り 受 信 さ れ 、 プ リ ア ン プ ２ ２ を 介 し て 受 信 部 ２ ４ に 送 ら
れ る 。 受 信 部 ２ ４ に よ り 処 理 さ れ た 受 信 信 号 は 更 に 画 像 処 理 部 ２ ６ に 送 ら れ 、 こ こ で 断 層
画 像 な ど の 超 音 波 画 像 が 形 成 さ れ 、 こ の 情 報 が 表 示 部 な ど に 送 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ２ は 、 本 体 １ ２ 内 部 に 配 置 さ れ る 、 処 理 回 路 を 構 成 す る 各 素 子 が 実 装 さ れ た 基 板 の 概 略
構 成 を 示 し て い る 。 図 中 縦 に 配 置 さ れ た 基 板 が 、 実 際 の 信 号 処 理 を 行 う 回 路 が 形 成 さ れ た
子 基 板 で あ り 、 各 子 基 板 の 底 辺 に て こ れ ら と 接 続 し 、 図 中 横 に 配 置 さ れ た 基 板 が 、 各 子 基
板 ど う し を 接 続 す る 信 号 線 が 配 線 さ れ た 親 基 板 ２ ８ で あ る 。 親 基 板 ２ ８ に は 、 対 応 す る 子
基 板 を 結 合 す る 接 続 部 が 形 成 さ れ て お り 、 親 基 板 に 設 け ら れ た 接 点 と 、 子 基 板 に 設 け ら れ
た 端 子 が 接 続 す る こ と に よ っ て 、 親 基 板 の 信 号 線 と 子 基 板 の 回 路 が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 述 の コ ネ ク タ １ ４ が 実 装 さ れ た 子 基 板 （ 探 触 子 選 択 子 基 板 ） ３ ０ は 、 探 触 子 選 択 部 １ ８
と し て 機 能 す る 回 路 を 実 装 し 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ の 操 作 者 が 選 択 し た 超 音 波 探 触 子 １ ６
の 個 々 の 振 動 子 を 親 基 板 ２ ８ に 形 成 さ れ た 信 号 線 に 接 続 す る 。 こ の 信 号 線 の 並 び は 、 超 音
波 探 触 子 １ ６ 内 の 振 動 子 の 配 列 の 並 び に そ ろ え ら れ 、 こ れ に よ り 信 号 線 間 の ク ロ ス ト ー ク
の 影 響 を 小 さ く し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
探 触 子 選 択 子 基 板 ３ ０ に 続 い て 配 置 さ れ る の は 、 図 １ の プ リ ア ン プ ２ ２ に 対 応 す る ２ 枚 の
プ リ ア ン プ 子 基 板 ３ ２ ， ３ ４ で あ る 。 プ リ ア ン プ 子 基 板 ３ ２ ， ３ ４ は 、 超 音 波 振 動 子 １ ０
の 受 信 信 号 を 増 幅 す る 回 路 素 子 を 実 装 し て い る 。 ま た 、 超 音 波 探 触 子 １ ６ に 備 え ら れ て い
る 振 動 子 数 が 多 い 場 合 、 一 つ の 基 板 に 各 振 動 子 ご と の 回 路 素 子 が 実 装 で き な い た め 、 振 動
子 を ２ 群 に 分 け て 、 一 方 を プ リ ア ン プ 子 基 板 ３ ２ に 、 他 方 を プ リ ア ン プ 子 基 板 ３ ４ に て 増
幅 処 理 を 行 う 。 増 幅 さ れ た 信 号 は 、 親 基 板 ２ ８ と は 反 対 側 に 配 置 さ れ る 不 図 示 の 基 板 の 信
号 線 に よ り 、 受 信 処 理 子 基 板 ３ ６ ， ３ ８ に 送 ら れ る 。 こ の 受 信 処 理 子 基 板 ３ ６ ， ３ ８ は 、
個 々 の 超 音 波 振 動 子 の 信 号 を 遅 延 加 算 処 理 す る 回 路 が 実 装 さ れ 、 図 １ 中 に 示 し た 受 信 部 ２
４ に 相 当 す る 。 ま た 、 探 触 子 選 択 子 基 板 ３ ０ と プ リ ア ン プ 子 基 板 ３ ２ ， ３ ４ を 結 ぶ 信 号 線
は 、 更 に 延 び て 送 信 処 理 子 基 板 ４ ０ ， ４ ２ に 接 続 さ れ る 。 送 信 処 理 子 基 板 ４ ０ ， ４ ２ は 、
超 音 波 振 動 子 へ の 送 信 パ ル ス を 形 成 す る 、 図 １ 中 に 示 し た 送 信 部 ２ ０ に 対 応 す る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
図 ３ は 、 親 基 板 ２ ８ の プ リ ア ン プ 子 基 板 ３ ２ ， ３ ４ の 接 続 部 ４ ４ ， ４ ６ の 配 線 を 模 式 的 に
示 す 図 で あ る 。 図 ４ は 、 親 基 板 ２ ８ と 子 基 板 ３ ２ と の 相 互 の 接 続 に 関 す る 回 路 お よ び 配 線
の 構 成 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。 こ の 例 は 、 超 音 波 振 動 子 が ９ ６ 個 で 子 基 板 を ２ 枚 備 え 、
１ 番 目 か ら ４ ８ 番 目 の 振 動 子 を １ 枚 の プ リ ア ン プ 子 基 板 ３ ２ に 、 ４ ９ 番 目 か ら ９ ６ 番 目 の
振 動 子 を も う １ 枚 の プ リ ア ン プ 子 基 板 ３ ４ に 接 続 す る も の で あ る 。 図 ４ に 示 さ れ る 親 基 板
２ ８ 上 の 配 線 ４ ８ は 、 探 触 子 に お け る 振 動 子 の 配 列 順 に 対 応 し て 図 中 上 か ら 順 番 に 配 列 さ
れ て お り 、 図 中 で は 、 振 動 子 の 順 番 と 一 致 さ せ た 番 号 が 付 し て あ る 。 振 動 子 と 接 続 さ れ た
信 号 線 の 間 に は 、 「 Ｇ 」 を 付 し た 接 地 線 が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
親 基 板 上 の 配 線 ４ ８ は 、 接 続 部 ４ ４ ， ４ ６ の コ ネ ク タ ５ ０ ， ５ ２ と 接 続 さ れ て い る 。 １ 番
か ら ４ ８ 番 の 振 動 子 に 対 応 し た 信 号 線 は 、 接 続 部 ４ ４ の コ ネ ク タ ５ ０ の 所 定 の 端 子 と 接 続
さ れ る 。 す な わ ち 、 １ 番 の 振 動 子 に 対 応 し た 信 号 線 （ 以 下 、 単 に 「 １ 番 の 信 号 線 」 と 記 す
、 ま た ２ 番 以 降 も 同 様 に 記 す ） は 、 １ ａ 番 ， １ ｂ 番 の 接 続 線 ５ ３ に よ り 二 つ の 端 子 に 接 続
さ れ 、 ２ 番 の 信 号 線 も 同 様 に ２ ａ ， ２ ｂ 番 の 端 子 に 接 続 さ れ る 。 こ の よ う に 、 ４ ８ 番 ま で
の 各 信 号 線 は 、 順 に 、 コ ネ ク タ ５ ０ の 二 つ の 端 子 に 接 続 さ れ る 。 ４ ９ 番 か ら ９ ６ 番 の 信 号
線 は 、 接 続 部 ４ ６ に 対 応 す る コ ネ ク タ ５ ２ の 、 ４ ９ ａ 番 ， ４ ９ ｂ 番 か ら 順 に 接 続 線 ５ ５ に
よ り 接 続 さ れ て い る 。 こ れ も 一 つ の 信 号 線 が 二 つ の 端 子 に 接 続 さ れ る （ 例 え ば ４ ９ 番 の 信
号 線 に 対 応 し て ４ ９ ａ 番 ， ４ ９ ｂ 番 の 端 子 ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ４ に は 、 第 １ の プ リ ア ン プ 子 基 板 ３ ２ が 示 さ れ て い る 。 プ リ ア ン プ 子 基 板 ３ ２ に は 、 振
動 子 数 （ ９ ６ ） の 半 分 で あ る ４ ８ 個 の プ リ ア ン プ ５ ４ が 実 装 さ れ て い る が 、 図 面 に 示 さ れ
て い る の は 、 １ 番 と ２ 番 の 信 号 線 に 対 応 し た プ リ ア ン プ ５ ４ － １ 、 ５ ４ － ２ で あ る 。 ま た
、 も う 一 つ の プ リ ア ン プ 子 基 板 ３ ４ に も 同 様 に ４ ８ 個 の プ リ ア ン プ が 実 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
プ リ ア ン プ ５ ４ － １ に か か る 回 路 構 成 に つ い て 、 以 下 説 明 す る が 、 他 の プ リ ア ン プ に つ い
て も 全 く 同 様 の 回 路 が 備 え ら れ て い る 。 プ リ ア ン プ ５ ４ － １ に は 、 こ れ に 入 力 す る 電 圧 の
上 限 下 限 を 設 定 す る 入 力 制 限 回 路 ５ ６ が 接 続 さ れ 、 さ ら に 入 力 保 護 回 路 と し て 機 能 す る ダ
イ オ ー ド ブ リ ッ ジ ５ ８ が 接 続 さ れ て い る 。 ダ イ オ ー ド ブ リ ッ ジ は 、 ダ イ オ ー ド ６ ０ ， ６ ２
， ６ ４ ａ ， ６ ６ ａ の ４ 個 か 、 ま た は ダ イ オ ー ド ６ ０ ， ６ ２ ， ６ ４ ｂ ， ６ ６ ｂ の ４ 個 で 構 成
さ れ る 。 入 力 側 の 対 を な す ダ イ オ ー ド が ２ 対 、 す な わ ち ダ イ オ ー ド ６ ４ ａ ， ６ ６ ａ の 対 と
、 ダ イ オ ー ド ６ ４ ｂ ， ６ ６ ｂ の 対 の い ず れ か を 選 択 的 に 使 用 す る 。 ど の よ う に 選 択 す る か
に つ い て は 後 述 す る 。 ダ イ オ ー ド ６ ４ ａ ， ６ ６ ａ は 、 コ ネ ク タ ６ ８ の １ ａ 番 ， １ ｂ 番 の 端
子 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら 端 子 は 、 親 基 板 側 の コ ネ ク タ ５ ０ の １ ａ 番 ， １ ｂ 番
の 端 子 と 対 応 し て お り 、 コ ネ ク タ ５ ０ と コ ネ ク タ ６ ８ を 結 合 し た と き 、 同 一 の 番 号 の 端 子
が 接 続 さ れ る 。 も う 一 つ の 対 の ダ イ オ ー ド ６ ４ ｂ ， ６ ６ ｂ は 、 コ ネ ク タ ６ ８ の ４ ９ ａ 番 ，
４ ９ ｂ 番 の 端 子 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
対 を な す ダ イ オ ー ド ６ ４ ａ ， ６ ６ ａ と ダ イ オ ー ド ６ ４ ｂ ， ６ ６ ｂ の い ず れ を 選 択 す る か は
、 親 基 板 側 の コ ネ ク タ ５ ０ ま た は コ ネ ク タ ５ ２ に よ り 決 定 さ れ る 。 コ ネ ク タ ５ ０ に お い て
は 、 １ ａ 番 と １ ｂ 番 の 端 子 は 接 続 さ れ て お り 、 一 方 で ４ ９ ａ 番 と ４ ９ ｂ 番 の 端 子 は 開 放 さ
れ て い る 。 し た が っ て 、 コ ネ ク タ ６ ８ を コ ネ ク タ ５ ０ に 接 続 す る と 、 ４ 個 の ダ イ オ ー ド ６
０ ， ６ ２ ， ６ ４ ａ ， ６ ６ ａ に よ り ダ イ オ ー ド ブ リ ッ ジ ５ ８ が 形 成 さ れ 、 プ リ ア ン プ ５ ４ －
１ は 、 １ 番 目 の 振 動 子 に 接 続 さ れ る 。 同 じ プ リ ア ン プ 子 基 板 を 親 基 板 の 接 続 部 ４ ６ の コ ネ
ク タ ５ ２ に 接 続 す る と 、 こ ち ら で は 、 ４ ９ ａ 番 と ４ ９ ｂ 番 の 端 子 が 接 続 さ れ 、 １ ａ 番 と １
ｂ 番 の 端 子 は 開 放 さ れ て い る の で 、 ４ 個 の ダ イ オ ー ド ６ ０ ， ６ ２ ， ６ ４ ｂ ， ６ ６ ｂ で ブ リ
ッ ジ ５ ８ が 形 成 さ れ る 。 こ の と き に は プ リ ア ン プ ５ ４ － １ は 、 ４ ９ 番 目 の 探 触 子 に 接 続 さ
れ る 。 す な わ ち 、 同 一 の 構 造 の 子 基 板 を 親 基 板 の ど の 接 続 部 に 接 続 す る か で 、 プ リ ア ン プ
が 接 続 さ れ る 探 触 子 を 選 択 す る こ と が で き る 。 言 い 換 え れ ば 、 同 一 機 能 の 子 基 板 を 全 く 同
一 の 構 成 と す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 図 ４ の Ａ で 示 す 部 分 の よ う に 、 ３ ａ 番 ， ３ ｂ 番 の 端 子 に 接 続 さ れ る 配 線 と 、 ４ ９ ａ
番 ， ４ ９ ｂ 番 の 端 子 に 接 続 さ れ る 配 線 が 交 差 す る が 、 一 方 、 こ の 場 合 は ４ ９ ａ 番 ， ４ ９ ｂ
番 側 の 配 線 に は 、 信 号 電 流 が 流 れ て い な い の で 、 交 差 部 分 Ａ で の ク ロ ス ト ー ク が 発 生 す る
こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
以 上 は 、 多 数 の 振 動 子 を 、 前 半 と 後 半 の 二 つ に 分 け て 、 別 個 の 子 基 板 に 接 続 し た 例 で あ る
が 、 振 動 子 を 奇 数 番 目 と 偶 数 番 目 に 二 分 し て 、 そ れ ぞ れ を 別 個 の 子 基 板 に 接 続 す る こ と も
で き る 。 そ の 場 合 は 、 ２ 対 の 入 力 側 の ダ イ オ ー ド の そ れ ぞ れ の 対 を 、 隣 り 合 う 振 動 子 と 接
続 す る よ う に 構 成 す る 。 図 ４ の 例 で 説 明 す れ ば 、 ダ イ オ ー ド ６ ４ ａ ， ６ ６ ａ は １ ａ 番 ， １
ｂ 番 の 端 子 に 、 ま た ダ イ オ ー ド ６ ４ ｂ ， ６ ６ ｂ は ２ ａ 番 ， ２ ｂ 番 の 端 子 に 接 続 さ れ て い る
。 親 基 板 側 の 端 子 は 、 一 方 の 接 続 部 で 奇 数 番 の ａ ， ｂ が 接 続 さ れ 、 他 方 の 接 続 部 で 偶 数 番
の ａ ， ｂ が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 同 一 機 能 の 子 基 板 を 同 一 構 成 と す る こ と が で き 、 作 り 分 け を 行 う 必 要 が
な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 超 音 波 診 断 装 置 の 信 号 処 理 に か か る 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 超 音 波 診 断 装 置 の 信 号 処 理 回 路 を 実 装 し た 複 数 の 基 板 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 親 基 板 側 の 配 線 お よ び 端 子 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 親 基 板 側 の 一 部 の 配 線 、 端 子 の 構 成 と 、 子 基 板 側 の 回 路 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ ８ 　 親 基 板 、 ３ ０ 　 探 触 子 選 択 子 基 板 、 ３ ２ ， ３ ４ 　 プ リ ア ン プ 子 基 板 、 ３ ６ ， ３ ８ 　
受 信 処 理 子 基 板 、 ４ ０ ， ４ ２ 　 送 信 処 理 子 基 板 、 ４ ４ ， ４ ６ 　 接 続 部 、 ４ ８ 　 配 線 、 ５ ０
， ５ ２ 　 コ ネ ク タ 、 ５ ３ ， ５ ５ 　 接 続 線 、 ５ ６ 　 入 力 制 限 回 路 、 ５ ８ 　 ダ イ オ ー ド ブ リ ッ
ジ 、 ６ ０ ， ６ ２ ， ６ ４ ａ ， ６ ４ ｂ ， ６ ６ ａ ， ６ ６ ｂ ダ イ オ ー ド 、 ６ ８ 　 コ ネ ク タ 。
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